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砂浜海岸における漂着物の分布特性

'藤枝繁'・太田英里’

DistributivecharacteristicsofdriftagemarinelitteralIongtheshorelineonsandybeaches
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Abstract‘，

Whenmarinelitterismonitoredinasmallareaorapartsectiononabeach,itisnecessary
toconfirmacharacteristicaboutthedriftagedistributionofmarinelittermthewholeofbeach・

OnforeloIigsandybeachesrepresentingKagoshimaPrefecture,Characteristicsaboutdriftage
distributionofmarmelitteralongtheshoreIinewereinvestigatedbyvisualandcoⅡectingobserva、
tionmethodusingindicatoritemsltwasconfinnedthatthedriftagemarinelitterdidn，tstayon
thesameplaceforaIongterm,asitmovedfrequentlyonabeachandflowedouttothesea・
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はじ めに

近年，地球環境問題の一つとして注目されている

海洋ごみは，数ミリのプラスチック微小破片(Kusui

andNoda2003；藤枝ら2002)から，電化製品や自

動車のような大型の不法投棄物，さらには海洋を漂

流する漁網や流木のような巨大漂着物まで大きさも

様々 である．一方では，ポリタンク（FUjii2005)や

注射器(東山商等学校地学部1997)のように危険性

や問題性は商いが一時的に一部の地域にしか漂着し

ないものから，プラスチック微小破片のように全国

の海岸に高密度に漂着散乱しているものまで含まれ

る．よって海洋ごみのモニタリングでは，これら全

ての漂瀞ごみに常時目を向けておかねばならず，で

きる限り鯛査純囲を広くしておく必要がある．しか

し海岸全域を対象とした定期回収調査は，多大な時

間と人員および処分費用を要するため，ほとんど不

可能に近い。実際には，対象とされる海岸の一部区

間もしくは一部区画で実施されているのが現状であ

る（環日本海環境協力センター・富山県生活環境部

2004)．また漂濁物は,植物のように地中に根を張ら

ないため，波浪や風などの外力によって容易に海岸

を移勤する．一方で，動物のように自力で移動する

こともできないため，漂着は海岸の形状に強く影轡

を受け，均一に分布しないことも予想される．よっ

て海洋ごみを調査する場合，調査区間の選定方法に

よっては，その結果を過大もしくは過小に評価して

しまう危険性をもつ．

そこで本報では，海岸漂着ごみ調査におけるモニ

タリング区間の決定方法に関する問題点を明らかに

することを目的に，鹿児島県を代表する長い砂浜4

海岸において，漂着物の汀線に沿った分布に関する

特徴を調査したので報告する．

方法

調査は，鹿児島県の中でも長い砂浜海岸を有する

鹿児島県日遭郡日吉町（現日間市）二潟海岸，加世

田市（現南さつま市）新川海岸，曽於郡大崎町くに

の松原海岸，熊毛郡中種子町原ノ里海岸の4海岸で

行った(Fig.1)．二潟海岸は，ほぼ南北に全長約47

1m続く吹上浜の中央に位隠し，その北端には，日置

郡郡山町八重山を起源とし，旧伊集院町市街地を通

り東シナ海に注ぐ流路延長約26km，流域面秋99賦の

二級河川「神之川」の河口がある．新川海岸は，吹

上浜の南部に位置し，その北端には，流路延長約36
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新川海岸，くにの松原海岸，原ノ里海岸での鯛査

は，それぞれ2004年5月2日，5月23日，7月10日

に各一回ずづ実施した．二潟海岸での調査は，2004

年4月20日，6月10日，8月3日，9月2日，10月

6日，11月22日，12月24日の計7回実施した．澗査

場所，調査日，調査品目をTablelに示す．

調査対象とした漂着物は，プラスチックキャップ

(以下，キャップ)，飲料用プラスチックボトル（以

下,プラポトル),飲料缶,ディスポーザプルライター

(以下，ライター)，プラスチックフロート・アナゴ

茎・アナゴ祭用餌カゴなどの漁具類（以下，漁具）

とした．これらの品目は，2004年度のICC(Intema・

tionalCoastalCleanup）日本国内結果によると，

キャップ7位，プラポトル8位，飲料缶12位，ライ

ター20位，漁具25位であった(JEAN/クリーンアッ

プ全国事務局2005)．なお，二潟海岸では，漁具と

ライターについて回収調査を行ったが，その他の品

目については，移動の把握と再流出鼠を求めるため，

回収せずに目視鯛査のみとした．

汀線に沿った漂着物の分布は，歩数を用いたライ

ントランセクト法を使用して求めた．この方法は，

まず調査開始地点を決め，そこからあらかじめ選任

した調査員一人の標準的な歩幅10歩を一区間として，

その区間に漂着散乱する指標漂着物の数量をその他

の調査員3名で計数し，記録するものである．調査

区間10区間（100歩，約65m）ごとにGPSを用いて

位置を求め，区間の平均距離と調査範囲の総距離を

求めた．なお汀線に対して奥行き方向の範囲は，汀

線から砂丘部背後植物帯前面までとした．

km，流域面積372k㎡の二級河川｢万之瀬川」の河口が

ある・万之瀬川の河口には,子潟が発達しており，
砂浜の幅も30m以上ある．くにの松原海岸は，志布

志湾に面する全長約12kmの海岸の中央に位置する．

その西端には大崎町市街地を流れる流路延長約16帥，

流域面積67k㎡の「田原川」の河口がある．原ノ里海

岸は，種子島西岸の全長約12kmの長浜海岸の中央に

あり，東シナ海に面している．調査範囲内には，2

カ所の小河川が流入している．
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確認された．調査区間の西端には田原川の河口があ

り，河口付近にプラボトル，飲料缶，キャップが多

く見られた．これら3品目は，河口から離れるにし

たがって一度減少するものの,0.2kmの地点から増加

し，0.65kmの地点をピークに減少する分布を示した

このような河口付近で密度が高い傾向は，二潟海岸

と似ているが，それに比べると漂着量の増減の周期

が長かった．原ノ里海岸は，新川海岸同様，海岸幅

結果

4月の二潟海岸とその他3海岸における5調査品

目の漂着密度をTable2に示す．4海岸で最も漂着

密度が高かったのは，くにの松原海岸で131.6個／

100mであった．また品目別では，くにの松原海岸の

プラボトルの密度が最も高く,81.8個／100mであっ

た．各海岸で最も密度の高い品目は，二潟海岸，新

川海岸でキャップ（17.7,27.6個／100m)，くにの

松原海岸でプラポトル（81.8個／100m)，原ノ里海

岸で漁具(13.4個／100m）となり，それぞれの海岸

で品目，密度，割合とも異なった．しかし，河口に

隣接する二潟海岸，新川海岸，くにの松原海岸では

大型河川を有しない原ノ里海岸に比べプラポトル，

飲料缶，キャップの密度が一桁商く，逆に原ノ里海

岸では，海洋起源の漁具と海洋を遠距離漂流するラ

イターが他の海岸より多い傾向が見られた．

汀線に沿った潔僑物の分布二潟海岸(4月)，新川

海岸，くにの松原海岸，原ノ里海岸における各調査

品目別の汀線に沿った漂着分布をFig.2に示す．二

潟海岸では，河口に漂着密度のピークがあり，河口

から0.2kmの地点で一度全品目Oとなったが,それ以

遠は同じような増減を繰り返しながら漸減した．漂

糟遺の増減の原因は，河口部に導流用消波ブロック

があり，それ以南は,波浪による浸食によって砂浜

の傾斜が急になったり段になる区間と，平坦になる

区間とが交互に続くためである．新川海岸は，海岸

の奥行きが30m以上あり，海岸の傾斜も小さく，ま

た河口付近を中心に大きな干潟が形成されているた

め，前者のような河口付近での集中的な漂着は見ら

れなかった.なお河口から0.9km地点で漂着密度が高

かったのは，浸食防止のために敷き詰められた岩が

露出した箇所があり，そこに漂瀞物がトラップされ

ていたためである．くにの松原海岸は，4海岸のう

ち最も漂潜密度が高く，プラボトル1,063本,飲料缶

186個，キャップ401個，漁具27個，ライター34個が
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が広く，海岸傾斜も小さい海岸地形であるが，他の

海岸に比べて全品目の漂着密度が低く，飲料缶はほ

とんど漂蒲していなかった．飲料缶を除く他の品目

の分布は，新川海岸同様，同じ分布傾向を示し，小

河川の河口を除いて大きな増減はなかった．

移動と再流出二潟海岸における海岸漂着ごみの漂

着・再流出・移動の特徴を捉えるため，目視調査の

みで回収しなかったプラボトルの各月の汀線に沿っ

た分布をFig.3に示す．また毎月回収調査してきた

漁具およびライターの月別漂着蛍と，目視調査によ

るプラポトルの現存戯の変化をFig.4に示す．Fig．

3より，二潟海岸におけるプラポトルの現存量は，

8月を除いて河口から0.41mまでの区間で全区間の

半数を占め，特に9月は河口付近に集中した．これ

は台風17号による大雨で河口付近に大量の漂着が

あったためである．また汀線に沿った漂着分布は，

各月ともほぼ同じ区間で密度が高い傾向が見られた．

なお全体的に分布がほぼ均一となった8月と10月は，

それぞれ8月が7月20日に地域住民による海岸清掃

活動があったこと，10月が台風21号による流出の影

響があったことによる．漂着ごみ現存愚の増減は，
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考察

海岸漂着ごみのモニタリングは，海岸に漂着すそ

ごみの総量，構成割合，増減および排出起源等をり

らかにし，法の整備，発生域における排出抑制，聞

島や過疎化地域での回収処理策および処分・処理撒

術の開発に資する資料の蓄積，危険物大愛漂着時α

危機管理体制や海洋ごみの監視体制の構築，対策α

効果の検証，国際的問題としての対応および国民戯

被害としての認識強化を目的として行われるものて

ある（藤枝ら2006)．よって本来の海洋ごみのモニ

タリングには，大きさといった物質的な視点からた
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けではなく，地域に集中した問題とその問題の広域

への拡散といった空間的な視点から，各月から経年

変化といった短周期から長周期までの時間的な視点

まで，バランスよく含まれていなければならない．

薩摩半島西岸の吹上浜二潟海岸の特徴について藤

枝（2005）は，漂流物が漂着するものの，台風等の

外力により再び流出する非堆積型の海岸であると指

摘している．今回，回収を伴わない目視調査法を用

いて漂着物の現存蛍の増減から二潟海岸の漂着と流

出の特性を求めた結果，台風による漂流物の漂着の

影響もさることながら，台風のコースによっては，

既存の漂着物が海岸清掃と同じ規模で海洋に再流出

することが改めて砿認された．また汀線に沿った漂

着物の分布が毎月大きく異なることから，植物のよ

うに地中に根を護らない海岸漂着物は，波浪や風な

どの外力によって容易に海岸を水平移動すると考え

られ，その傾向は高密度漂着区間ほど大きいことが

示された．原ノ里海岸のように海岸地形が単調で河

川や集落がなく，海洋からの漂着が主と考えられる

海岸では，汀線に沿った漂着物の分布は，ほぼ均一

となった．その一方で，大きな河川の河口を持つそ

の他3海岸では，漂着密度こそ異なるが，プラボト

ル，飲料缶およびキャップは，河口付近とそれから

ある程度離れた場所に高密度に漂着していることが

わかった．瀬戸内海環境保全協会（2006）によると．

兵庫県淡路島で行った漂着ごみの隔月調査の結果，

漂着ごみは，気象海象等の影轡や河川の状況によっ

て常に蝕，種類，割合が変動することが砿認されて

いる．これより，海岸漂着物の分布と構成割合には，

河川の存在が大きく影響していると言える．さらに

海岸漂着物の分布には，砂浜の浸食や人工護岸の有

無など，海岸地形にも影響されていた．一方で大型

河川を有しない原ノ里海岸では，海洋起源の漁具と

海洋を遠距離漂流するライター(藤枝ら2006)が他

の海岸より多い傾向が見られ，分布もほぼ均一で

あった．よって海岸漂着ごみのモニタリング区間の

選定には，河川の影響を考慮し，まず調査対象とす

る海岸における汀線に沿った激着物の分布特性を十

分に把握しておくことが必要である．

これまで行われてきた海洋ごみのモニタリング手

法を調査区画で大きく二つに分けると，海岸全域も

しくは汀線に沿って100m以上の距離に漂着する海

洋ごみを対象とし，その距離もしくは面積あたりの

密度を求める方法（東山高校地学部1996；藤枝

1999）と，40cm枠や10m枠といったあらかじめ決め

られた面積の区画に漂着するごみ堂からその密度を

藤枝繁・太111英里：砂浜海津における漂着物の分布特性

算出する方法（KusuiandNoda2003；環日本海環

境協力センター･生活環境部2004）に分けることが

できる．前者の主な問題点は，範囲が広いため海洋

ごみの全品目調査が難しいことであり，後者の問題

点は，新たな漂着ではなく，砂浜上で頻繁に発生す

る海洋ごみの水平移動の影騨を大きく受けるという

ことである．よって後者による定期調査では，必ず

しもその期間に新たに漂着した麓を示すものではな

く，調査時の現存量を示しているということになる．

Ribic(1998)は，品目数を限定した指標漂着物によ

る定期モニタリング手法で櫛成割合や総避の経年変

化を明らかにするには，指擬漂着物と非指標漂着物

の変動の一致を確認しなければならないと指摘して

いる．しかし藤枝（2005）によると，指漂漂着物を

使った手法は，そのような問題点はあるものの，調

査品目数を減らすことにより，採取範囲を広くとる

ことができ，発見率の低い低密度漂着物の調査を可

能とする特徴をもつとしている．また流出起源悩報

をもつ漂着物を複数組み合わせることにより，漂着

盆の変動原因を探ることもできるとしている．さら

に藤枝・小島（2006）によると，指標漂着物を使っ

たモニタリングを全国で実施することにより，漂着

量の時系列変化を面で追うことができ，流出起源や

その影響範囲を捉えることができるとしている．た

だしそのためには，海岸ごみが漂着・移動・再流出

を頻繁に繰り返していることから，最低でも一ヶ月

単位で調査を実施する必要があると考える．

これまで海岸漂着ごみの対策の検討にあたっては．

総量の算出が一番の問題とされてきたが，現在の海

洋ごみの問題点である突発性，局地性といった特徴

を考えると，密度分布の把掻から効率的な回収策の

検肘も必要であり，そのためには問題とする品目の

密度分布を明らかにする手法を使った広域での定期

モニタリングの展開が期待される．

闘辞：調査および資料分析は，鹿児島大学水産学

部環境情報科学識座航海傭報研究室の牧迫大輔，松

崎力，諸氏の労を多とする．ここにお礼申し上げる．

なお本研究の一部は，平成15年度日本財団日本版海

洋ごみモニタリング手法研究鯛査費により実施した．
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